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message

　2020 年は、本当に厳しい１年間でした。当協会にとって
も予定していたイベントや研修などが、ウェブ開催や中止
せざるを得ない状況になり、直接会員の皆さんと顔を合わ
せることができない寂しい一年でした。デイ・ケアにとっ
ても、通所サービスの限界を痛いほど感じ、サービスの提
供は単体・単純ではなく、包括的で柔軟性のあるサービス
提供が求められることを再認識したと思います。こ
れから私たちが進むべきこと、それは前を向いたア
プローチばかりではなく、先達が歩んできた道を振
り返ってみることも大切ではないでしょうか。日
本にデイ・ケアを持ち込み実践された方をご紹介
いたします。
　私がデイ・ケアの仕事に携わるようになった
きっかけは、もちろん当院でデイホスピタルを父
が始めていたことですが、その魅力に引き込まれ
たのは、同じ埼玉県川越市に在住されていた吉
田壽三郎（スミオ）先生との出会いです。私たち
のデイホスピタルも先生のアドバイスがあって英国のデイ・
ケアの実際を見聞きしてきたことがきっかけで病院に併設
したのですが、私にとっては先生が書かれた「デイ・ケア
のすすめ」（初版第１刷 1980.6、第２刷 1994.4 ミネルヴァ
書房）との出会いは衝撃的でした。デイ・ケアを「ベッド
のない第三の住まい」と位置付けられて、その有用性を語
られています。1979 年に厚生省社会部局からデイ・ケア事
業法という原案が出された時に、医療部局から「ケア」は
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如何なものかと横槍が入り、結局デイ・サービス事業法（事
業は英訳するとサービスですから変ですね）という奇妙な
法律が制定されたくだりを読むと、現在のデイ・サービスと
デイ・ケア、通所介護と通所リハビリテーションにまで、様々
な影響が未だに続いている理由が理解できる気がします。
　15 年後の第２刷になっても第二章以降はほとんど加筆さ
れていません。機会があったら是非皆さんに読んでいただ

きたいと思いますが、丁寧に語られているデイ・
ケアの歴史は、携わる者として知っておくべき
原点だと思います。デイホスピタルから始まっ
た高齢者のデイ・ケアが、その必要性からデイ・
センター、デイ・クラブなどが生まれ、先生曰く、

「収容ケアから家庭ケア中心へ」が大転換していく
過程は非常に興味深いですね。デイ・センターは
老人保健施設のデイ・ケアのイメージ、デイ・ク
ラブはデイ・サービスのイメージですね。デイホス
ピタルにおける医学的リハビリテーションを強化で

きる可能性や、予防的なリハビリテーションを具現化でき
るのがデイホスピタルやデイ・センターの役割、デイ・ク
ラブは通常、専用の建物を建てないでボランタリー・ワー
カー（比較的健康な高齢者がその主体になって）が中心に
運営されていることなどは、日本でもそれに近い状況になっ
てきましたが、今でも大いに参考になります。
　コロナ禍で辛い日々ではありますが、デイ・ケアのスタッ
フ皆さんで振り返るチャンスと捉えてみては如何でしょうか。

今こそ“デイ・ケア”の原点を勉強しましょう！

斉藤 正身

JADC 名誉会長
医療法人真正会 理事長

　「第 42 回全国デイ・ケア研究大会 2020 ～ 2021 in 倉敷」
を 2021 年 9 月 3 日～ 9 月 4 日に岡山県が誇る倉敷美観地区
に隣接する倉敷市芸文館にて開催させていただきます。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大のため、開催を延
期させていただきましたことにご理解を賜り、心よりお礼
申し上げます。
　さて、現在も感染は収束しておらず、予断を許さない状
況です。しかしながら、新たな時代の地域包括ケアシステ
ムを構築するにあたり、利用者様が安全に地域の人々とつ
ながることができる体制整備が必須です。
　本大会実行委員会でも新たに感染対策局を立ち上げ、マ
スクの着用を含む咳エチケットや検温、手指消毒液の設置
等、「基本的な感染症対策」のほか、「3 密（密閉・密集・密接）
の徹底的な回避」、関係省庁から発出される「業種ごとの感
染拡大予防ガイドライン」等を踏まえた対策を実施し、会
期前・中・後各々について、エビデンスに基づいた感染防
止対策を積極的に進め、「新しい研究大会」を作るという固
い決意を持ち、準備を進めています。
　また、岡山県通所リハビリテーション協議会は、会員施
設を対象に感染対策についての緊急アンケートを実施いた

しました。岡山県内施設の対策や状況、具体的取り組みを
「岡山モデル」としてとりまとめ、皆様と共有できればと思っ
ています。
　演題発表カテゴリも【感染対策】を追加します。全国の
皆様へ感染対策の情報共有の場を設け、より具体的な対策
に繋がる情報を交換できる場にしたいと思っています。
　大会テーマは、「やる気とつながり」です。「やる気」に
は各々が自分のこととして関わっていく主体性、「つながり」
には、デイ・ケアを核として家族・地域住民・保健福祉・
医療介護関連施設が密につながり、地域共生社会を構築す
るという思いが込められています。
　現在も毎日多くの感染者が報告されております。厳しい
現状が続いている一方、英国に続き米国のワクチン接種開
始の情報も聞こえてきており、その効果に期待が寄せられ
ています。2021 年 9 月の状況については予測することも難
しい現状ではありますが、状況に応じた万全の感染対策を
実施して、全国の皆様にお会いできることを楽しみしてい
ます。

第 42 回全国デイ・ケア研究大会 2020 ～ 2021 in 倉敷
大会実行委員会

 第 42 回全国デイ・ケア研究大会 2020 〜 2021 in 倉敷
やる気とつながり　地域共生社会での通所ケアの役割

2021 年 9 月 3 日（金）〜 4 日（土）
倉敷市芸文館



克服か共存か。おさまる気配がない COVID-19 は、私たちの生活に様々な課題を投げかけてきています。当協会の心臓で
もある各研修会も歩みを止めないカタイ決意で新たな研修会のあり方を模索、推進し続けています。

修会でも導入しています。受講者の皆さんは不慣れな
中で質の高い話し合いをしていただいていますが、対
面では伝わるグループ内の雰囲気がオンライン上では
伝わりにくく、発言のタイミングが難しいといった場
面も見受けられます。その他には、当日になって通信
環境の不具合によって参加ができないといった事態や、
休憩時間や懇親会を通して、講師から講義では聞けな
かった話を伺う機会の喪失、参加者同士の交流機会が
限定されてしまうといった事が挙げられますが、可能
なものから改善し随時研修会に反映させています。
　当委員会では次年度以降も、新たな研修形式で研修
を企画しています。その中の一案は会場における参加
と、オンラインの参加を選択できるハイブリッド形式
の研修会です。COVID-19 の状況如何によって柔軟に
対応できる準備を進めています。　　　
　次年度の研修企画として、あらゆるデイケアのケー
スにオールラウンドに対応可能な人材の育成を目的と
した在宅リハビリテーションエキスパート・ジェネラ
リストコース、介護報酬改定を踏まえた生活行為向上
リハビリテーション研修会、現場で即役立つ各種研修
会を考えています。
　皆様の参加を、委員一同、心よりお待ちしております。

JADC 研修認定委員会委員長　澤潟 昌樹
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　まだまだ終息の気配が見えない COVID-19 ですが、
当協会の研修認定委員会（以下、当委員会）では形式
を模索しながら、歩みを止めないよう研修会を開催し
ております。上半期は新たな研修形式の構築に向けた
準備期間にあて、9 月から当初計画していた研修を開
始しました。
　さて、新たな生活様式が求められる中で、当委員会
も対面形式から全てオンライン形式による研修会に移
行しています。現時点ではツールとして「Zoom」を
使用しています。研修会を実施してみて感じるオンラ
イン研修会のメリットは、何と言っても旅費や宿泊費
が掛からず、全国どこからでも手軽に参加ができる事
です。受講場所も職場から・ご自宅からと受講者自身
で選択が可能であり、より参加しやすくなったことは
間違いありません。また、育児や家事のため休日に遠
方まで出掛けられず、学ぶ時間を確保するのが難し
かった境遇の方々にも、研修を受ける機会が広がった
と考えています。
　一方デメリットとして、講師はパソコン上で一方向
的に講義を進めなくてはならないため、受講生との「や
り取り」が難しく、リアルな場を共有できないことが
挙げられます。また当委員会では、研修の中で講義を
受講するだけではなく、自身の考えも述べることがで
きるグループワークを大切にしており、オンライン研

活 動

参 加 
×

 活動と参加してみた！ 

東京湾岸リハビリテーション病院併設
谷津居宅サービスセンター

理学療法士 有川 藍子

　リハマネジメント研修会と状態・
疾患別プログラム研修会に参加さ
せて頂きました。
今回、Zoom を使用しての研修会
に参加するのは初めてでした。操
作方法など不安を感じておりまし
たが、講義中やグループワークも、
会話が聞き取りにくい、音声が途

切れるなどの問題もなく受講できました。対面でなくても
距離感なく安心して受講でき、家からでも参加できる新た
な研修体制として、とても良いと思いました。
今回の研修会で講義を聴き、グループワークを行う中で感
じたことは、リハマネ加算Ⅳ（VISIT の実践）を１件でも
多く取得して、科学的分析に必要なデータを収集していき、
利用者・家族に対して「見える化」することの必要性を感
じました。また、目標を明確にするために、医学的管理や
身体機能面だけでなく、その方の生活環境、興味や関心の
ある生活行為などのすべての情報を集約すること。そして、
かりと説明を行い同意してもらうことの大切さを感じまし

 リハマネジメント研修会と状態・疾患別プログラム研修会

た。
グループワークでは、リハマネ加算Ⅳを取得するための工
夫や、目標を設定する上で、家族・利用者への同意を得る
ための取り組みや、他職種との共通認識を高める方法など
様々な視点から情報交換できました。明日から実践できる
内容が多くあり、大変有意義な時間を過ごすことができま
した。
これからも通所リハの質を向上する中で、講師の岡野先生
が言われていた「加算を取得することに捕らわれるのでは
なく、利用者や家族に対して、自分達が行ったことが加算
として認められるように追求していく必要がある」と発信
されていました。このお言葉を聞いて、我々が普段から実
践していることが、通所リハの質を向上させるための一助
となるよう、邁進していきたいと改めて思うことができま
した。
ありがとうございました。

 活動と参加してみた！ 

在宅総合ケアセンター元浅草　たいとう診療所
理学療法士 森本 雄太

利用者や家族との、情報の「見える化」と、
目標を共有することの大切さを改めて感じたこと。

 昨年 3 月、これまで病院での勤務
経験しかなかった私が、初めて介
護保険領域に、しかも所長として
異動…。右も左もわからず、長く
通所リハに在籍している後輩に聞
いたり、“介護報酬の解釈”を読
んだり、時には全国デイ・ケア協
会事務局にご相談させて頂いたり
しながらも、日々悶々と悩んでい

ました。
　そんな時に『明日から使える！初めての通所リハ実践研
修会』の案内が…。そこには、“通所リハでの勤務経験が少
ない方から、制度の解釈・書類管理などを改めて学びたい
方を対象に”と書いてあり、“私にうってつけだ！”と思い、
直近で病院から異動になったスタッフと 2 名で参加しまし
た。
　研修会は、“①通所リハに求められる機能・役割”、“②明
日から使える書類管理や制度の解釈“の 2 本立ての講義で
開催されました。
　①で特に印象に残ったことは、利用修了後が把握できて
おらず、更に修了後に利用しているサービスとの連携が取
れていない実情があることがわかり、当事業所としても修
了後のサポート体制の構築が課題と感じました。
また、特に今回、②の講義を特に楽しみにしていましたが、

制度を解釈する際に何を参考にすればいいか、また利用開
始するまでに必要な書類や確認しておくこと、送迎で必要
なことなど、なかなか本には載っておらず、また基本的な
ことで誰に確認したら良いか悩んでいたことをわかりやす
く教えていただきました。
　研修会を終え、一緒に参加したスタッフと、「これから異
動してくるスタッフにもわかりやすく伝えられるようにな
ろう！」と、マニュアル作成に取り掛かろうとしていると
ころです。
　また、今回初めてのオンライン研修会でちゃんと回線が
繋がるか不安でしたが、そんな心配なく講義を受けること
ができました。何よりも通常全国規模の研修会は地方都市
から参加する際には、“前泊して最終便で帰り翌日仕事”と
せっかく勉強してモチベーションが挙がっていたのに、どっ
と疲れてモチベーションが半減することがありましたが、
そんなことなくモチベーションを維持できています。ただ、
集合研修は他事業所と情報交換を行える場でもあるので、
オンラインと集合研修が交互に行われたら良いなと思いま
した。
　また書類管理や制度の解釈で困ったときには参加させて
いただきます！

 活動と参加してみた！ 

在宅支援リハビリテーションセンターぎんや
通所リハビリテーション銀屋通り

理学療法士 田原 靖子

活動と参加してみよう。
歩みを止めない、新らしい研修スタイルの構築

　2 日間に渡り、生活行為向上リハビリ
テーション研修会に参加し、リハビリ
テーションマネジメントや、生活行為向
上リハビリテーションの重要性を学ぶこ
とができました。講義を受け、SPDCA
サイクルの構築を通じて、私一人では見
えない部分が多くあるため、他職種で話
し合い、リハビリテーション計画を作成

することで、質のよいリハビリテーションが提供できるこ
とを改めて実感することができました。また、「Survey( 調
査 )」の部分が、私には不十分だと改めて痛感しました。さ
らには、利用者様から情報を得る際に、重要な「聞き取り」
に必要な技法を学ぶことができました。「聞いています！の
サイン」、「傾聴の技法」、「質問の技法」全て重要でとても
参考になり、自分の関わり方を考えさせられる内容でした。
生活に必要な動作能力を苦獲得していくうえで必要な視点
や方法として、心身機能と身体構造面に偏ったリハビリテー

ションではなく、活動、心身機能、社会参加、環境、個人
因子にバランス良く働きかけるリハビリテーションが必要
だと思いました。「入浴行為」一つみても、手順や方法など
の個人因子、さらには浴室や浴槽の構造や支援者との関係
性などの環境因子をしっかりと聴取し、評価することが大
切で、個別性や特殊性の高い生活行為向上リハビリテーショ
ンの難しさを改めて実感しました。
また、今回が私にとって初めての Zoom を使用した研修会
で緊張しましたが、Zoom の事前説明や、詳しい入室方法
の説明があったため、迷うことなく参加でき、従来と変わ
らない有意義な研修となりました。グループワークでは、
生活行為向上リハビリテーション計画書の作成を行い、対
面と変わりなく意見交換をし、私一人では思いつかない観
点や作業工程を学ぶことができました。今回の研修会で吸
収できたことを、今後の臨床に活かしていきたいと思いま
す。

明日から使える！初めての通所リハ実践研修会
初めての介護保険領域で悶々とする中
私にうってつけの研修会があった！

生活行為向上リハビリテーション研修会
各職種の大事としている点を共有することこそ。
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URL：https://riha.zenjokai.jp

meet our friendmeet our friend  meet our friend 

住所 ：〶 457-0046 愛知県名古屋市南区松池町 １ ー 11　
電話 ：052-811-9540　FAX：052-811-9384

　善常会リハビリテーション病院は愛知県名古屋市の南に
位置する南区にあります。南区は 65 歳以上の高齢者人口が
４万人を超え、高齢化率は 29.4％と市内で最も高いという
特徴があります。（令和 2 年 10 月 1 日現在）この地域特性
を背景に、基本理念である「温かい医療」「支える医療」「信
頼の医療」に基づき、的確なリハビリテーション医療・ケ
アを提供し、自宅復帰された後も安心して在宅支援を受け
られるシステムづくりをすすめています。

デイケアの概要と特徴
・回復期リハビリテーション病院に併設しているという強

みから、セラピストが連携し退院直後より利用者の状態
や状況に合わせた質の高いリハビリを継続することが可
能です。当院を退院後も安心して自宅で生活していただ
けるよう、切れ目のない支援に努めています。

・利用者のニーズに合わせ、リハビリのみを集中的に行う
短時間（75 分間）コースと、入浴や昼食も提供する１日コー
スを設定しています。

・病院内のデイケアであり、看護職員も充足しているため
医療度の高い利用者も積極的に受け入れています。

・リハビリテーションマネージメントⅢを積極的に提案し
ています。

　定期的な医師を含めたリハビリ会議の開催は、利用者・
家族・スタッフが一同に介するため、リハビリの目的の

会員施設会員施設
自己紹介自己紹介
会員施設
自己紹介

共有、利用者のモチベーション維持、スムーズな支援の
介入や日常生活動作の改善に結び付いています。

・常勤の言語聴覚士がおり、嚥下機能の低下のタイミング
を逃すことのない介入に努めています。

・マシーンの導入を積極的に行い、利用者の運動ニーズに
対応しています。これにより、セラピストの個人リハビ
リ以外の自主トレーニングをすすめています。

・軽度者は卒業を視野にいれた目標を立て、日常生活の自
立および社会参加をすすめています。

・重度者は介護負担の軽減も重点に置き、より長く住み慣
れた場所で生活していただけるよう地域包括ケアの一端
を担う取り組みをしています。

・同グループ内の訪問看護およびリハビリ部門と連携し、
在宅生活を支援しています。

デイケアのめざすもの
　地域リハビリテーションを通し、高齢者それぞれの身体
機能や生活環境に合わせ自立した豊かな生活を支援したい
と考えています。
　今後は地域のニーズを見据えつつ、質の高いリハビリを
提供するため短時間コースの拡充を目指しています。
そして、高齢者の在宅支援の南区の要となるために事業展
開を進めていきます。

事務局便り事務局便り
One Piece for AllOne Piece for All
All for One PieceAll for One Piece
One Piece for All
All for One Piece

個人の運動データをカードで設定・管理。

トレーニングマシンの活用ウェルトニック（ミナト医科学株式会社） 上肢用ロボット型訓練装置 ReoG0-j（帝人ファーマ株式会社）

画面に沿ってアームを自分で動かします。

利用者の「やりたいこと」「できるようになりたいこと」を大切に

生活範囲の拡大を目指しています。

医療法人財団 善常会
 善常会リハビリテーション病院

開 催 日 研 修 会  開 催 地 ・ 開 催 方 法

2 月
13 日 ( 土） 経営戦略セミナー Zoom オンライン開催（ウェビナー）

27 日 ( 土）〜 28 日 ( 日） 生活行為向上リハビリテーション研修会 Zoom オンライン開催（ウェビナー）

３月
19 日（金） 介護報酬改定セミナー Zoom オンライン開催（ウェビナー）

20 日（土） 第 8 回デイ・ケアスキルアップセミナー Zoom オンライン開催（ウェビナー）

4 月 10 日（土）〜 11 日（日） 生活行為向上リハビリテーション研修会 Zoom オンライン開催（ウェビナー）

5 月 15 日（土）〜 16 日（日） 生活行為向上リハビリテーション研修会 Zoom オンライン開催（ウェビナー）

6 月 ５日（土）〜６日（日） 生活行為向上リハビリテーション研修会 Zoom オンライン開催（ウェビナー）

JADC EVENT SCHEDULE

　今年度も残りわずかとなり、令和 3 年度介護報酬改定が目前に迫ってきました。厚生労働省 HP に「令
和 3 年度介護報酬改定における改定事項について」が掲載されています。下記 URL または QR コード
よりアクセスが可能です。また、当会では「介護報酬改定セミナー」を企画しております。ぜひともご
参加いただき、次期改定にそなえていただけますと幸いです。
	 ⇒厚生労働省HP：https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_16033.html

　 令和 3 年度介護報酬改定が目前になりました。

　 新型コロナウイルス関連会員アンケート（2020 年 12 月調査）の結果を掲載しました。
　2020 年 12 月に会員様を対象とした新型コロナウイルス感染症に関するアンケートを実施し、その
集計結果が完成しました。多くの会員様にご回答いただき、大変貴重なデータを収集することができ
ました。この場をお借りして、厚く御礼申し上げます。
　下記 URL または右 QR コードより閲覧が可能です。ぜひともご一読くださいませ。
	 ⇒ JADC HP アンケートダウンロード入口：https://day-care.jp/archives/3489

　研修会やその他周知事項を円滑に事務局よりご連絡させていただくために、会員の皆様にご連絡先メールアドレスのご登録をお
願いしたく存じ上げます。
　まだメールアドレスを本会にご登録いただいていない会員様、また登録されているか不明な会員様は、下記メールアドレスまた
は本会ホームページお問い合わせフォームより、下記事項をご記入の上ご連絡いただけますと幸いです。なお、ご登録いただけるメー
ルアドレスは複数可能です。
　皆様へ円滑に情報をお届けするために、何卒よろしくお願いいたします。
	 アドレス：info@day-care.jp
	 記載事項：
	 【必須】会員番号 / 法人名 / 事業所名 / ご連絡先担当者名（役職）/ ご連絡先メールアドレス
	 【任意】ご連絡先別メールアドレス（現場担当者等何件でも可）

■ メールアドレス登録のお願い。

　本誌への広告掲載を希望される方は、当会 HP をご確認いただきお問い
合わせください。
	 ⇒ JADC HP：https://day-care.jp/admission#kaiintokuten

■ デイケアニュースに広告を掲載できます。



一般社団法人 全国デイ・ケア協会

一般社団法人　全国デイ・ケア協会　事務局 
住所：〒 101- 0035 東京都千代田区神田紺屋町 14 番地千代田寿ビル３階

TEL：03（5207）2710　FAX：03（5207）2711
E-mail：info@day-care.jp　URL：www.day-care.jp

会 員 特 典

　　
　　◎◎ 当会主催研修会、研究大会を会員価格にて参加可能
　　　・全国デイ・ケア研究大会、リハビリテーション・ケア合同研究大会　・主催研修会
　　　※オンライン開催の研修会も多数企画していきます

　　◎◎ 「デイケアニュース」 の定期発送
　　　・年２～３回発行しております。
　　　　各種研修会情報、協会の活動報告、トピックス、会員施設紹介などご提供しています。

　　◎◎ 制度関連や現場で困っていること等の問い合わせが可能
　　　・原則、会員様のみご対応させていただいています。

　　◎◎ 会員ページの閲覧が可能
　　　・各種資料のダウンロード、研究大会抄録集、当会実施アンケート結果などの閲覧が可能です。
　　　　今後さらなるリニューアルを検討しています。

　　◎◎ 会員への定期的なメール配信
　　　・研修会案内
　　　・制度関連情報　等

　　　※正会員（事業所）の職員は全員上記特典の対象となります。

　当会の前身である、全国老人デイ・ケア連絡協議会は 1994（平成 6）年、老健のデイケアや病院・診療所のデイケ
ア等、全国様々あるデイケアを提供する施設の有志が集まり、情報の共有化・職員の研修・研鑽の機会提供等を目的
として開設、20 年にわたり活動を続けてまいりました。
　現在当会は介護報酬改定における通所リハビリテーションの窓口を担い、報酬改定時においてはリハビリテーショ
ンマネジメントと通所リハビリテーションの意義を問い、加算として位置づけ、質に関わる根幹を表現してまいりま
した。
　また、重度者に対してもより手厚いケアが提供できるサービスとして、地域でのリハビリテーション資源として重
要であることを明確にしてまいりました。生活行為向上リハビリテーションの普及については特に、厚生労働省およ
び各種団体との連携役とし、研修や企画に参画し現在に至ります。
　これも一重に、会員施設の皆様から頂いた多くのご意見や、ご協力の賜物でございます。
　ついては、今後一層地域でのデイ・ケアの役割を全うするために、協会としてより多くの 「声」 を賜りたく、皆様
のお力をお貸しください。
　より一層、通所リハビリテーションが地域に必要とされ地域生活の中核を担うサービスとなるために、今後と
も皆様のご協力をお願い申し上げます。
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編集後記

　最近は WEB での研修や会議が多くなりました。最初は抵抗を感じていましたが、今は自宅や事業所で情報収集が行え、
移動に使っていた時間を他の業務に充てることができて助かっています。生活パターンを変えるのはなかなか一筋縄では
いかないものではありますが、改めて変えなければならない状況に置かれて、変える事でのメリットをポジティブに捉え、
上手に取り込めるよう気持ちを持つことが大事だと感じております。
　斉藤名誉会長からは、一度原点に返ることについてのお話がありました。４月には介護報酬改定を迎えます。ここで自
施設でのデイケアの原点を今一度振り返り、改定後の変更点を前向きに取り込み、各施設が考えている素敵な通所サービ
スのスタイルを作ってもらいたいと思っています。そのためにも必要な情報を皆様にご提供できるよう、広報誌作成に取
り組んでいきますので、今後も引き続きよろしくお願い致します。

Join Us
Join Us

多良 淳二（JADC 理事）
介護老人保健施設イマジン リハビリ科 係長


